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 ｢桜｣ と ｢楓｣
5 ｢鹿｣ ｢流水｣ ｢雲｣ ｢霞｣




























































 ｢桜｣ ｢楓｣ ｢流水｣、そして ｢菖蒲｣




































































































































































































































図2.1 印花布 (出典：文献 [23])


































表を見ると､ ｢梅｣ ｢松｣ が１位と
３位にあることが分る｡ 吉祥文様として有
名な ｢松竹梅｣ の ｢竹｣ は
	件で位にあ
るが､ ｢笹｣ を ｢竹｣ の一部とみなせば､









 ｢桜｣ と ｢楓｣
表の上位	の中には､ 第２位の







分類 文様 頻度 ％

順位
植物文 梅  
 
植物文 桜  
 
植物文 松  
 

植物文 菊   
風物･自然文 流水 
 	 
動物文 鶴   
風物･自然文 霞 	  
植物文 笹 	 	 
風物･自然文 雲 	  















植物文   
動物文   
器物文 	 	 
風物･自然文 
  
幾何学文 	 	 















外では､ 次の２つの ｢おもろ｣ がある｡
上の２つの ｢おもろさうし｣ は､ 美しく
清らかな桜、真玉色の桜が､ 按司の象徴と
して謳われているのである｡





































ない｡ 簡潔に述べれば､ 中国における ｢楓｣
－ 41 －
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これが ｢楓｣ を指すのか､ 著者は知らない｡
は､ 秋の風物を象徴するのではなく､ 恋愛
や縁結びの象徴なのである｡









 ｢鹿｣ ｢流水｣ ｢雲｣ ｢霞｣
｢鹿｣ は中国において ｢寿千歳｣ の長寿




るように長寿を象徴する ｢鶴｣ と共に ｢鶴
鹿｣ の図案として一般的に利用されている
(文献[]














次に､ 自然文の ｢流水｣ は出現頻度で第
５位にある｡ この ｢流水｣ を筆頭に ｢霞｣､






















ただ､ ｢遠山｣ の合間を流れるような ｢流




一方､ ｢雲｣ は､ 神仙が住むと考えられ





ら､ 即座に ｢誰からもらったのですか？｣ と質問を返
された｡ 恋やラブレターの意味があるそうである｡ 現













ている｡ 実際､ ｢瑞雲｣ と共に彫られた文




































位｣ ｢波：位｣ ｢遠山位｣ ｢稲妻
	位｣
がある｡
 ｢松｣ ｢竹｣ ｢梅｣ と ｢桜｣
資料集で ｢笹｣ と ｢竹｣ は､ 別々の文様
として区別し整理されている｡ 同じように
｢梅｣ と ｢枝垂れ梅｣､ ｢桜｣ と ｢枝垂れ桜｣
も別の文様の扱いとなっている｡ 本節では､











ると ｢桜｣ の出現頻度が最も高く､ その後
の出現頻度順位は ｢梅｣ → ｢松｣ → ｢竹｣




｢桜｣ と ｢梅｣ の順位の逆転の他に顕著




























 ｢桜｣ ｢楓｣ ｢流水｣､ そして ｢菖蒲｣
表より､ 最も出現頻度の高い植物







｢桜｣ は､ 神女や按司など､ 神聖さや富・
権威などに結びつく吉祥文様と解釈できる｡
























より､ ｢流水｣ は ｢桜｣ との組合
せが最も多くあり､ 実に件(％)もあ
る｡ 一方の ｢楓｣ も ｢桜｣ との組合せが最
も多く
件(％)あった｡ ｢楓｣ は ｢流
水｣ との組合せが二番目に多く件(％)
ある｡







動物文   
器物文   
風物･自然文  
 
幾何学文   
その他   
表2.5.1 全紙に彫られた文様の上位５
分類 文様 頻度 ％

順位
植物文 桜   
植物文 梅   




植物文 菊   
風物･自然文 流水   

動物文 鶴   
風物･自然文 霞   
風物･自然文 雲  
 













松 松 松葉 松毬









従って､ ｢楓｣ と ｢桜｣ が同時に出現する
のは琉球(沖縄)にとっては自然なことであ
る。従って ｢流水｣ の流れる場面に ｢楓｣
と ｢桜｣ がアクセントを与えた ｢流水｣､
｢楓｣､ ｢桜｣ の組合せは､ 琉球紅型独自の
モチーフと捉えるほうが正しいと考えるべ








図)では､ ｢流水｣ ＋ ｢楓｣ が６件(全体の
約	％)あるが､ その内の５件は秋冬巻
の中にある｡ 即ち季節を表す ｢楓｣ として
描かれている(残り１件は､ 恋雑巻)｡ その
６件中の秋冬１件､ 恋雑１件は､ ｢流水｣









の流れを示す ｢流水｣ との組合せは､ まさ
に生命の始終を司るモチーフとしての位置
づけができるのではないだろうか｡ そして




る ｢鶴｣ は､ ｢楓｣ と僅かに６件でしか共
演していない｡ ｢鶴｣ ＋ ｢桜｣ ｢流水｣ ｢楓｣
は､ ２件しか全紙の型紙に彫られていない｡
これも神聖さや富貴を象徴する琉球の ｢桜｣
と ｢流水｣ ｢楓｣ の生命の始まりと終わり
のモチーフの有力な傍証となりえると思わ











全紙の琉球紅型の型紙で ｢楓｣ と ｢流水｣
は一緒に彫られることが多いが(件｡ ｢流
水｣ の％)､ それはちょうど ｢中国宮
－ 45 －
ただし､ それは ｢桜｣ ではなく ｢花｣ としか記されて




順位 文様 桜 流水 楓 菖蒲
 桜 (	)   
	 梅   	 
 松   	 
 菊    
 流水  ()  	
 竹 	   
 鶴  	  
 霞    
 雲   	 
 楓   () 
 牡丹 		   	
	 鳥 	 	  
 貝    
 雪輪 	   
 菖蒲  	  (	)
廷の川の流れ＝流水｣ とそれに身を任せる
｢楓｣ のイメージと一致するのではないだ
ろうか｡ そこに ｢おもろさうし｣ の中で按
司として譬えられた ｢桜｣ も一緒に彫られ
ていることを考慮すれば､ ｢流水｣ と ｢楓｣､









象徴の ｢鹿｣ を入れないのは､ 既に ｢桜｣
がその役割を担っているからであろう｡




｢楓｣ と ｢流水｣ の組合せでは紅葉の名所
である ｢竜田川｣ が著名(文献[])




｢流水｣ や ｢桜｣､ そして特に ｢楓｣ と
共に彫られる植物文様に ｢菖蒲｣ がある
(表	








月頃である｡ その ｢菖蒲｣ が､ ｢桜｣ や
｢楓｣ と共に型紙の上に出現する場合が多














































日本で菖蒲は､ ｢ショウブ｣ ､ ｢カキツバタ｣ ､ ｢アヤメ｣
の呼び名を持つ｡ ｢ショウブ｣ は､ サトイモ科｡ ｢カキ










る｡ さらに､ ｢菖蒲｣ の他に ｢流水｣＋｢桜｣
＋｢楓｣ との組合せを持つ衣装は､ ４つの
雛形本の中には存在しない｡ ｢桜｣ ｢流水｣
｢楓｣､ そして ｢菖蒲｣ は、琉球独自のモチー
フの中に表れる文様と言えよう｡
 ｢松｣ ｢竹｣ ｢梅｣ ｢桜｣ の組合せ
松竹梅は､ 全紙の紅型型紙に頻出する文
様である｡ 表に松竹梅の出現頻度を
示す｡ ここで､ 表中下線のある文様は､ そ
れを除いた組合せである事を示す｡
表より ｢松｣ ｢竹｣ ｢梅｣ の同時出
現は､ 枚中枚の％に達する｡ い
かに ｢松竹梅｣ が好まれたか分かる｡
次に､ ｢松｣ ｢竹｣ ｢梅｣ のそれぞれの組
合せでは､ ｢松梅｣ が	％あり､ ｢竹梅｣
が

％である｡ ｢梅｣ を除いた ｢松竹｣ は､
％と一番少ない｡ このことから ｢梅｣
→ ｢松｣ → ｢竹｣ の順で好まれたことが明
らかとなる｡
逆に言えば､ ｢松｣ や ｢梅｣ を除いた文
様構成は好まれなかったことを示す	｡






｢竹｣ を含まない ｢松梅桜｣ が
件(％)
で､ ｢松｣ を除いた ｢竹梅桜｣ は､ 実に１
件(％)しかない｡





件 () と頻度が高い。逆に ｢竹｣ と
｢桜｣ の組合せは６件と頻度が比較的少な
い。 ｢松竹梅｣ の組合せが無い場合､ ｢桜｣
は ｢松｣ や ｢梅｣ と共に彫られている。
これらのことは､ ｢松竹梅｣ が一括りの
セットで全紙の紅型模様のデザインに使用
されていることを示し､ かつ ｢桜｣ は ｢松
－ 47 －


































 (松竹梅桜)  
 (松竹梅桜)  
 (松竹梅桜) 
 
 (松竹梅桜)  
 (松竹梅桜) 
 







｢桜｣ は､ ｢楓｣ や ｢流水｣､ そして ｢菖蒲｣
とのセットで彫られていた場合が多いこと
を改ためて明示している｡
ここで､ ｢松｣ ｢竹｣ ｢梅｣ の関係を考慮
した場合､ ｢梅｣ を除いた ｢松竹桜｣(６件)
の ｢桜｣ は本当に ｢桜｣ の文様なのだろう













と図の二つは､ ｢遠山｣ に ｢鶴｣ と














｢桜｣ のみであるとすると ｢松竹梅｣ とい
う一般的な吉祥文様の組合せから逸脱する
ので､ 注意深くありたい｡ 図のよう















では (｢菊｣ の周りの ｢桜｣)､ (｢梅｣ の周
りの ｢桜｣)が､ ｢松｣ の中に彫られている
















一般的に､ ｢梅｣ と ｢桜｣ の文様の区別
は､ ５弁の花びらの先端の中央部が凸であ
るか凹であるかの違いによって分類される｡













図2.7.7 ６弁の花 (出典：文献[7] ,p.291)
や桜に似た花は､ 唐桃とよばれた杏や､ 桃､
李(すもも)､ そして玉欄(白木蓮)などもあ
る｡ 特に､ ｢杏｣ ｢桃｣ ｢玉欄｣ は､ 吉祥文
様として中国では有名である｡ ｢杏｣ は学
業に関わっており､ その意味は ｢及第花｣































型紙には､ ｢鹿｣ 文様が１つもない｡ それ
ばかりか､ ４本足の動物の文様は伝説上の














た動物文の上位は､ 吉祥文様の ｢鶴｣ が６
位にあるのみであるが､ ｢鶴｣ のペアとし
て日本で広く認識される ｢亀｣ は位にあ
る｡ ｢鶴｣ と ｢亀｣ は､ 全紙の紅型型紙で
多用された動物文様とみなすことができ､
－ 50 －
図2.7.8「梅」 (出典：文献 [8] ,p.607)
図2.7.9「桜」 (出典：文献 [8] ,p.606)











表を見ると､ ｢亀｣ ｢貝｣ ｢魚｣ ｢獅





















































	 文様 出現数 ％()
 鶴  
 鳥  
 亀  
 貝  
 蝶  
 鳳凰  
 雁  
 燕  
 鴨  
	 鴛鴦 	 	
 龍  	
 魚  	
 蜻蛉  	
 尾長鳥  	
 獅子  	
 虎  	
用いたと言うことはできるかもしれない｡
 ｢鶴｣ ｢亀｣ と ｢松｣ ｢竹｣ ｢梅｣､
そして ｢桜｣
節で､ 古琉球紅型の全紙型紙に彫ら
れた文様のなかで ｢松｣ ｢竹｣ ｢梅｣ の各文
様は､ 独立して彫られるよりも一緒に出現
することが示された｡ 本節では､ この ｢松
竹梅｣ の文様と共に吉祥文様として有名な
｢鶴｣ ｢亀｣ に注目し､ ｢松｣ ｢竹｣ ｢梅｣ と
の関係を考察する｡ また､ 最頻出の植物文
様の ｢桜｣ との比較も合わせて行う｡




次の表に ｢鶴｣ ｢亀｣ と ｢松｣ ｢竹｣
｢梅｣､ そして ｢桜｣ を組み合わせた出現頻
度を示す｡




り､ これは ｢貝｣ の出現数件(％)よ
りも多い｡ これらのことは､ ｢鶴｣ と ｢亀｣
が､ 全紙の紅型に染められる動物文様とし





植物文様の上位 ｢松｣ ｢竹｣ ｢梅｣ と ｢鶴｣
｢亀｣ の関係をみると､ それらすべての文
様が一緒に彫られるのは	件(％)であ
るが､ 節で述べたように ｢松｣ ｢竹｣
｢梅｣ のいずれか一方でも欠けた場合の型
紙は少ないので､ ｢鶴｣ や ｢亀｣ の彫られ
た型紙も当然少なくなる｡





(％)しかない｡ つまり､ ｢亀｣ は単独で




件は ｢鶴｣ を伴い､ その内の件(
＝

	％)が ｢松｣ ｢竹｣ ｢梅｣ と関わるので
ある｡
以上をまとめると､ ｢鶴｣ ｢亀｣ の文様は､
｢松｣ ｢竹｣ ｢梅｣ と高い親和性を示すもの
の､ それは ｢鶴｣ が ｢松｣ ｢竹｣ ｢梅｣ と強
い関係を持つからである｡ ｢亀｣ は ｢鶴｣
との関係から ｢松｣ ｢竹｣ ｢梅｣ と高い相関
を持ち､ 全紙型紙に彫られるが､ 単独では
｢松｣ ｢竹｣ ｢梅｣ とほとんど関係しない｡
｢鶴｣ と ｢亀｣ の同時出現の型紙は
件
(	％)だが､ それに ｢桜｣ を加えた
(鶴亀桜)の型紙は僅かに３件しか無いし､
｢松｣ ｢竹｣ ｢梅｣ を除いて ｢桜｣ を加えた
－ 52 －

































に	％にあたる｡ すなわち､ ｢鶴｣ や ｢亀｣
は､ ｢松｣ ｢竹｣ ｢梅｣ などと共に型紙に彫
られる傾向があるものの ｢桜｣ と共に彫ら
れることは､ ほぼ無いと言ってかまわない｡
｢松｣ ｢竹｣ ｢梅｣ を含まずに ｢桜｣ のみ





















次に､ ｢鶴｣ と ｢亀｣ をその吉祥の意味
的観点から見る｡
中国と日本において長寿の象徴の吉祥文
様として ｢鶴｣ と ｢亀｣は､ 知られてい
る｡ 日本では ｢鶴は千年､ 亀は万年｣ とセッ
トで認識され､ 現在では命名紙や掛け軸な
どに一緒に描かれることが多い(ただし､
先述した４種の雛形本には､ ｢鶴｣ ｢亀｣ と
も極端に少ない｡ 詳細は節を参照され
たい)｡






ある｡ ただし､ ｢鶴｣ ｢亀｣ の同時出現は
件(	％)で､ ｢鶴｣ の彫られた型紙の
％に ｢亀｣ が出現､ ｢亀｣ の彫られた型紙
の	％に ｢鶴｣ が出現する｡ 従って､
｢亀｣ を彫ったら ｢鶴｣ も一緒に彫り上げ
るというスタイルが全紙の琉球紅型型紙に
おいて確立していることが分かる｡ つまり､
先述と同じ結論となるが､ ｢鶴｣ が ｢亀｣
をセットとして要求するのではなく､ ｢亀｣
が ｢鶴｣ を要求していることになる｡
















｢松｣ があり､ ｢松｣ の彫られた型紙
件
には％の割合で ｢鶴｣ が彫られている｡
すなわち､ ｢鶴｣ が彫られるときに ｢松｣
があり、｢松鶴同春」の「松鶴」が完成す
る。
｢●●同(＝桐)春｣ の ｢桐｣ は､ 全紙の
琉球紅型型紙に
件(％)しかない｡ し
かも ｢鶴｣ と ｢桐｣ の組合せは僅かに３件
しかない｡ そして ｢松｣ ｢鶴｣ ｢桐｣ が一緒
に彫られた全紙の琉球紅型型紙は皆無であ








る長寿の吉祥文様としての ｢亀｣ は､ 古代中国の名残
なのかもしれない｡










｢鹿｣ ｢桐｣ ｢松｣ に現れていると指摘でき















































巻 上 中 下





鳳凰   
鶴   
鴎   
亀   
貝   








鳳凰  鶯 
尾長鳥  蝶 
雁  獅子 
雀  兎 




















































巻 １巻 ２巻 ３巻





鳥   
千鳥   
鷺   
時鳥 
  
都鳥   
鴛鴦   
雁   
燕   
雀   
蝶   

蜻蛉   
貝   
蛍   
鶯   







鶴  獅子 
鳥  人 
時鳥  馬 
鷺  牛 
雀  兎 
雁  蝶 
鶏  貝 
国や日本の ｢桜｣ に対するイメージと明ら
かに異なっていることも示した｡ さらに､





















































































































































































  菖蒲 桜 楓 蝶 流水
  菖蒲 桜 楓 蝶 流水
  菖蒲 葵 桜 桜 楓 垣根 流水 鳥
  枝垂れ桜 桜 桜 菖蒲 流水 雲 幾何学・その他 楓
	  桜 桜 菊 菊 椿 楓 楓 楓 流水 椿
 
 桜 桜 菊 菊 楓 楓 楓 流水 椿

  菊 菊 楓 楓 楓 桜 桜 椿 椿 流水
  桜 桜 楓 楓 菊 松 紫陽花 植物・その他 干網 籠 流水
 	 梅 梅 楓 楓 枝垂れ桜 流水
  桜 菊 菊 楓 楓 楓 楓 梅 鴛鴦 流水
  桜 桜 楓 流水 雲 あられ 梅 梅 松
  桜 楓 沢瀉 菖蒲 葦 貝 流水 鴛鴦 鴛鴦 水草
 
 桜 楓 沢瀉 菖蒲 葦 水草 貝 流水 鴛鴦 鴛鴦
  桜 楓 菖蒲 沢瀉 河骨 葦 貝 鴨 流水
	  菊 桜 楓 楓 葦 鴨 流水
  桜 楓 水草 植物・その他 植物・その他 貝 貝 貝 雁 干網 流水

 	 桜 楓 水草 植物・その他 植物・その他 貝 貝 貝 雁 干網 流水
  楓 楓 松 松 梅 桜 橋 岩 流水 雲 雁 あられ
 	 楓 楓 松 松 梅 桜 橋 岩 流水 雲 露 雁 鶴
  楓 楓 松 松 梅 桜 雁 橋 岩 流水 雲 あられ
  梅 楓 桜 楼閣 蛇龍 橋 干網 雲 流水 葛屋
  桜 桜 桜 桜 楓 干網 楼閣 蛇龍 流水 雲 葛屋
  梅 梅 桜 楓 楼閣 蛇寵 橋 干網 流水 雲 葛屋
 
 桜 桜 楓 鶴 霞 雲 流水
	 	 桜 桜 楓 楓 鳥 烏 流水 流水 稲妻
 	 桜 桜 楓 楓 鳥 鳥 流水 流水 稲妻

 		 桜 桜 楓 稲妻 流水 流水 烏
 	 桜 楓 楓 鳥 鳥 流水 流水 稲妻
  笹 桜 流水 雲 桜 楓





№ 収蔵番号 資料集ページ 文様一覧
   松 松 松 笹 桜 桜 たんぽぽ たんぽぽ 鶴 鶴 鶴 岩波
   桜 松 笹 桜 松 松 鶴 霞 遠山
 	
 	 松 菊 桜 松 桜 笹 笹 葵 葵 菊 鶴 鶴 貝 流水
   桜 桜 松 竹 霞 霞 遠山 鶴 雲
  	 桜 桜 桜 松 竹 雲 霞 霞 遠山
	  
 桜 桜 桜 桜 松 竹 雲 霞 霞 遠山
